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公 式 サイト
h t t p :/www.mor i yama .c lub  

衆議院議員 
森山浩行    

大阪府第 16 区（堺市 堺区・北区・東区） 

 
◆堺生まれ、堺育ち 
妻子と向陵西町（榎校区）在住 
昭和 46(1971)年 4月 8日 
金岡病院で生まれる 
・堺市立新金岡小学校入学/錦西小卒 
 月州中卒/府立三国丘高卒 
◆明治大学法学部卒（雄弁部所属） 
◆関西テレビ放送（営業企画部・報道部記者） 

◆堺市議会議員(1 期 1999～2003) 
◆大阪府議会議員(1 期 2003～2005) 
◆芦屋大学 元客員教授 
◆羽衣国際大学 元客員助教授 

プロフィール 

森山 浩行 事務所 
[堺事務所] 〒590-0078 
大阪府堺市堺区南瓦町 1-21 

宏昌センタービル 2 階 
TEL.072-233-8188  FAX.072-233-8185  

[国会事務所] 〒100-8982 
東京都千代田区永田町 2-1-2 

衆議院第二議員会館 613 号  
TEL.03-3508-7426  FAX.03-3508-3906 

Mail：office@moriyama.club 

大阪府第 16区版 

 
党役員室次長 
→枝野幸男代表をサポート 
党企業団体交流委員会副委員長 
→諸団体とのパイプ役。特に宗教団体担当 
党災害・緊急事態局長代行（兼コロナ事務局）

→災害発生時の初期対応から復興まで 
（西日本担当）。コロナ事務局兼務。 
党大阪府連議長 
→大阪府連の実務責任者。 
衆議院倫理選挙特別委員会理事 
→今期一貫して所属。公職選挙法・政治資
金規正法など担当。 
衆議院予算委員、内閣委員 
→国政の根本である予算と内閣府・ 
内閣官房を担当。 

現在の役職 

 

コロナ禍ということで ZOOMをメインに森山ひろゆきの 

後援会事務所（堺市堺区中瓦町 1-2-2）開きを開催。 

壁面いっぱいの参加者の顔に囲まれて「①コロナ対策」  

「②政治の私物化を大掃除」「③日本の資産を外資に 

切り売りする《売国》成長戦略からの脱却」を三つの柱に、 

不公平税制を改正して再分配機能を高めるなど、今後も 

子どもたちの笑顔と未来のために全身全霊をかけて取り組むことを表明しました。 

 

・「自粛」には「速やかな給付」をセットで 

・海外の成功事例を参考に ZEROコロナ戦略 

・空港と港で徹底した水際対策 

・「自宅療養」でなく「宿泊療養」をメインに 

・PCR検査数を増やして科学的対応を 

※画像は公明党衆議院議員会館事務所に東京地検特捜部の強制捜査（NHK ニュースより） 

※画像は 2018 年 6 月 15 日本会議石井啓一カジノ担当大臣（当時） 
不信任決議案 提出理由説明（衆議院インターネット審議中継より） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
全員の発言機会確保のため 

先着１０名。ご参加希望の方
は前日迄に事務所へご連絡下
さい。 
インターネット(ZOOM)でも

ご参加いただけます。 
開催会場は各回とも森山

事務所のある宏昌センター
ビルです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

皆さんの暮らしと国政を 
つなぐ場です。 
お気軽にご参加ください！ 
※ 

 

元気モリモリ!!!イベント 

開催情報 

第245回  
８/２２（日）１８:００～ 
第246回  
８/２８（土）２０:００～ 
第247回  
９/ ４（土）１９:００～ 
第248回  
９/１２（日）１９:００～ 
第249回  
９/１８（土）１９:３０～ 
第250回  
９/２５（土）１９:００～ 

お気軽にご参加下さい！ 

 
 
 
ひとつの駅で始発から 

終電まで報告書を配布します。 
森山本人もトイレと食事、 

どうしてもの会合以外、基本
的には駅前にずっといるため、 
ミニ市民相談も大歓迎です！ 
 

８/２７(金)百舌鳥八幡駅 

９/   ３(金)堺東駅 

９/１０(金)七道駅 

９/１７(金)白鷺駅 

９/２２(水)北野田駅 

１０/１(金)浅香駅  
※感染防止のため二重マスク・手袋に消

毒液などを併用して活動していますが、
緊急事態宣言やまん延防止措置などの
状況を見ながら時間短縮することもあります。 

始発から終電まで 
マラソン街頭キャンペーン  

２０世紀末には「一億総中流」と言われた日本社会ですが、「失われた２０年」

を経て中間層の多くが貧困化し、格差が拡大しています。この間、竹中平蔵元

総務相をはじめとする現政権の「成長戦略」を描いてきた人々は「日本の財産を

外資に切り売りして GDP だけ上げる」売国的な方針を継続してきました。これ

により、外資は農林水産業から上下水道事業を買収できるようになり、ついには

今年の銀行法改正で中小企業の M＆A（合併買収）がやりやすくなりました。一方

で日本人の実質所得は上がっていません。 

 

これからの経済政策は「再分配」で消費を刺激することこそが大事です。 

国民が「なんでも自分で準備しなければならない」と６５歳を過ぎても老後の

ために貯蓄を増やそうとしている現況をあらため、人生の各段階でのトラブルな

どの心配なく安心して暮らせるようにすべきです。 

具体的には 

・ベーシックサービス（医療・介護・保育・放課後児童クラブ・障害福祉）の充実 

・当面 5%への消費減税と制度の穴を改正 

・最低賃金全国一律 1500円へ（もちろん社会保障費負担軽減など中小企業支

援とセット） 

などを組み合わせます。 

またこの財源としては、法人税の累進化やグローバル企業や富裕層の租税回避

防止、金融所得の分離課税廃止などをあてます。これにより、分散・分権型経済

（地産地消・内需主導型）を実現することができます。 

元気モリモリ!!!座談会 

 
コロナ禍の今、普段の何倍ものご相談をいただいています。 

引き続き、お困りごとやご意見などなんでもお待ちしています！

 ＦＡＸ返信：０７２-２３３-８１８５ コロナアンケート 


